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１．研究計画の概要 
研究開始当初の研究目的は制御されたナ
ノ界面において発現する新規な物理・化学
現象をデバイス機能として取り込んで外
部からの信号の入出力により機能発現を
具現化し、有機/金属界面制御による機能
創発を行うことにあり、以下の四つの研究
計画に沿って研究を進めた。 
(１)分子ナノシステム素子構造の構築と
電気伝導特性の評価。階層的分子適応シス
テムとして期待される分子システムをナ
ノギャップ電極上に孤立させ、分子ナノ集
団としての物理特性を評価する。 
(２)高性能ナノサイズ有機デバイスの開
発。既に存在する有機デバイスを、ナノギ
ャップ電極を用いて微細化し、その高性能
化を図る。 
(３)有機/金属及び有機/絶縁体界面の効
果の解明と界面機能創発。上記の研究によ
って得られた有機材料/金属及び有機材料
/絶縁体界面の効果を統合し、より安定か
つ効果的な界面の選択を行う。 
(４)新機能を持つ分子ナノシステム素子
の開発。有機材料/金属の局所電場増強効
果を利用した有機 EL デバイス等、新機能
を有する階層的分子適応システムを素子
化する。 

２．研究の進捗状況 
平坦電極にリンクした高配向導電性高分子
超薄膜内での電荷輸送特性において分子内
電子反発効果を示す特性を見出した。またこ
れらの分子アレーを伝達する電荷毎の経路
独立性を利用した確率共鳴分子素子開発を
開始した。有機/金属界面効果の解明研究で
は固体表面に吸着した芳香族分子からの STM
発光を確認し、表面プラズモン共鳴による分

子発光メカニズムを明らかにした。また有機
EL 素子開発研究において有機半導体内に金
属微粒子を埋め込み、著しい発光増強を確認
し、素子応用に成功した。また誘電体表面の
アルカリ金属修飾によるペンタセン分子の
凝集形状制御を行い、ロッド状ペンタセン結
晶の作製に成功した。 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
研究過程において学術的に興味深い非線形
電気伝導を計測出来、論文として発表予定
である。また確率共鳴素子という新たな概
念を分子素子で実現することに成功した。 
ただしこの素子は物理的には非常に興味深
い現象であるが、実用の観点からは大幅な
改善が求められる。また、計画していた微
細加工実験が思うような結果を出せず、研
究計画の大幅な見直しを迫られているテー
マもある。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(１）分子ナノシステムを利用した確率共鳴
素子の開発を行う。有機薄膜内の電子相関
効果に着目し、クーロンブロケイド（CB）
効果を計測する。またそれらを基に有機分
子内電気伝導システムの特性に対する新た
なモデルを構築する。また有機超薄膜内の
多経路電荷輸送のシステムを利用した有機
分子ナノシステム確率共鳴素子を開発する。 
 (２)ナノ分子キラリティシステムによる
偏光発光制御を行う。単一分子のキラリテ
ィに由来する発光特性を解析するための円
偏光フォトン STM 手法を用いて円偏光発光
計測を行うことによりそのキラリティを単
一分子レベルで解析する。 
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